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 ベネズエラ経済（2015年 5月） 

 

１ 経済概要 

（１）政府の各種政策・統計 

●マドゥーロ大統領は，最低賃金の引上げを５月１日から２０％，７月１日からさらに

１０％引上げる旨発表した。 

●マドゥーロ大統領は，２８日，国営テレビを通じ２０１４年の経済成長率が，原油価

格の下落による収入の減少，インフレ及び経済戦争により，ラ米最悪のマイナス３％とな

ったと発表した。 

 

（２）政府予算・財政 

●IMF は，ベネズエラが４月に特別引出権（SDR）を行使し，３．８３億米ドルを引き出

したと発表した。 

●ファリア財務・経済開発委員会担当議員は， 政府は，為替を２本（管理及び自由ﾚｰﾄ） 

に変更することを検討中と発言した。 

 

（３）石油・天然ガス産業 

●5月の原油輸出価格は，１バレル５６．３５米ドル（前月比 11.6%増，OPEC同 62.24 

米ドル,WTI同 59.39 米ドル,BRENT同 65.67 米ドル）となった。原油生産量は，２３６万バ

レル（前月比増減なし，前年同月比 1.2%増）となった。 

 

（４）自動車産業 

●フォード・ベネズエラは，ディーラーが顧客から米ドルで代金を回収し，それを元に

フォードが自動車組立部品を本社に発注，輸入，現地生産するスキームを政府に提案した。 

 

（５）その他産業 

●オソリオ食糧大臣は，消費者による買い溜め防止のため，政府系スーパーへの指紋認

証装置導入を発表した。 

 

（６）外貨発給状況 

●Ecoanaliticaは，２０１５年１月から４月の外貨清算が，前年同期に比し，４１．６％

減少したと発表した。石油価格の下落，外貨準備高（輸入外貨）の減少，物不足により，

２０１５年のGDP成長率はマイナス７％，インフレ率は１３０％と予測した。  
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２ 経済の主な動き 

（１） 政府等の各種政策・統計 

ア 経済指標（実績） 

●食糧バスケット 

労働者情報分析センター（CENDA）は， ４月の食糧バスケットを，２２，６０３ボリバ

ルと発表した。前月比８．１％増加，２０１４月６月～２０１５年５月までの１年間で１

１６．４％増加した。 

（15日付ｴﾙ・ﾅｼｵﾅﾙ紙，ｴﾙ・ﾑﾝﾄﾞ紙） 

 

イ 各種政策・規制・規則 

●賃金引上げ 

マドゥーロ大統領は，５月１日に最低賃金の引上げを同日から２０％，７月１日からさ

らに１０％の引上げる旨発表した。 

（2日付ｴﾙ･ｳﾆﾍﾞﾙｻﾙ紙，ｴﾙ･ﾅｼｵﾅﾙ紙，ｳﾙﾃｨﾏｽ・ﾉﾃｨｼｱｽ紙，ｴﾙ･ﾑﾝﾄﾞ紙） 

●臨時官報第６１８１号が発行され，最低賃金が，５月１日より６，７４６．９８ボリ

バル（20%増），７月１日より７，４２１．６８ボリバル（10%増）となる。他方，賃金引上

げに対応するため，国会は５３９億ボリバルの追加予算を承認した。 

（12日付ｴﾙ・ﾑﾝﾄﾞ紙，ｳﾙﾃｨﾏｽ・ﾉﾃｨｼｱｽ紙，13日付ｴﾙ・ｳﾆﾍﾞﾙｻﾙ紙，ｴﾙ・ﾅｼｵﾅﾙ紙，ｴﾙ・ﾑﾝﾄﾞ

紙） 

●マドゥーロ大統領は，５月１日の最低賃金３０％の引上げ発表に続き，教師，大学教

授，消防士等の賃金引上げ可能性についても示唆した。 

（17日付ｳﾙﾃｨﾏｽ・ﾉﾃｨｼｱｽ紙） 

●マドゥーロ大統領は，公立学校の教員給与の５０％の引上げを承認し，引上げに伴う 

追加予算の承認額は１８０億ボリバルとなる。 

（20日付ｴﾙ・ｳﾆﾍﾞﾙｻﾙ，ｳﾙﾃｨﾏｽ・ﾉﾃｨｼｱｽ） 

●政府による電力消費抑制策に関する調査の開始 

政府は，４月２８日より開始した，公的機関での電力消費抑制策につき，実施状況の調

査を開始した。初回調査は内務司法省を調査し，順次その他公的機関の調査を継続してい

く。 

（6日付ｴﾙ・ｳﾆﾍﾞﾙｻﾙ紙，ｳﾙﾃｨﾏｽ・ﾉﾃｨｼｱｽ紙，ｴﾙ・ﾑﾝﾄﾞ紙） 

●社会経済の権利保護国家監督局（Sundde）は，４月は，１日平均３０件の立入検査を

実施した。４月合計で９２７回の調査を実施し，在庫隠しや統制価格以上で販売した場合

の罰金の徴収額は３.７千万ボリバルとなった。 

（11日付ｳﾙﾃｨﾏｽ・ﾉﾃｨｼｱｽ紙，ｴﾙ・ﾑﾝﾄﾞ紙） 
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●検察庁は，外貨の不正受給取締強化策として，不正受給者のリストを発表する。２０

１２年の不正受給額は，約２００億米ドル，２０１４年は２，２７４件の立ち入り調査を

実施した。 

（21日付ｳﾙﾃｨﾏｽ・ﾉﾃｨｼｱｽ紙，ｴﾙ・ﾑﾝﾄﾞ紙） 

●全国５州（ﾊﾞﾙｶﾞｽ州，ｶﾗﾎﾞﾎﾞ州，ﾌｧﾙｺﾝ州，ﾔﾗｸｲ州，ﾗﾗ州）で激しい降雨により停電が

発生した。エル・パリート製油所では，工場が停止した。他方，降雨によりグリ水力発電

所の水位は微増した（249.56メートル → 249.59メートル） 

（21日付ｴﾙ・ｳﾆﾍﾞﾙｻﾙ紙，ｳﾙﾃｨﾏｽ・ﾉﾃｨｼｱｽ紙） 

●政府は，マネーロンダリングの調査を目的として，アンドラ，スイス，スペインの各

政府経由で，各国のアンドラ銀行及びHSBC銀行のベネズエラ人犯罪者の口座凍結を申請し

た。 

（21日付ｴﾙ・ﾅｼｵﾅﾙ紙） 

●大手食料品メーカーPolar社は，飲料水用のペットボトル不足で４月は２３０万リット

ルを販売できなかった。また，ペットボトルを製造・供給するPequiven社は，材料不足に

よりペットボトルが生産ができない状態である。 

（21日付ｴﾙ・ﾅｼｵﾅﾙ紙） 

●ベネズエラは国際労働機関（ＩＬＯ）の調査対象リストに入った。不当解雇や抗議活

動への罰則，厳しい労働環境などが報告されたことに起因する。 

（22日付ｴﾙ・ﾅｼｵﾅﾙ紙） 

●社会経済の権利保護国家監督局（Sundde）への電話での投機・在庫隠しの通報が９１％

上昇した。５月６日から２０日までに，２，５３９件の通報があり，割合は，食糧関連が

６１％，教育関連が６．７％，医療関連が６．５％等であった。 

（22日付ｳﾙﾃｨﾏｽ・ﾉﾃｨｼｱｽ紙） 

●知的財産管理局が，外国企業の商標登録関連の支払いに米ドルを適用すると発表した。 

外国企業の株式譲渡，合併，住所の変更，名称変更，特許権及びこれらに関する罰金は外

国企業の場合は米ドル払いのみとなる。 

（27日付ｴﾙ・ﾅｼｵﾅﾙ紙） 
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●外国籍企業の知的財産に対する租税の米ドル支払 

（臨時官報6150号より抜粋，租税のﾎﾞﾘﾊﾞﾙ金額は2015年5月現在） 

 

●マドゥーロ大統領は，２８日に国営テレビを通じ２０１４年の経済成長率が，原油価

格の下落による収入の減少，インフレ及び経済戦争により，ラ米最悪のマイナス３％とな

ったと発表した。 

（29日付ロイター通信） 

 

ウ ２０１５年のラ・グアイラ港の状況 

●バルガス州の商業会議所会長は，２０１５年４月の輸入が２０１４年１１月に比し，

８０％減少したと述べた。ラ･グアイラ港では，２００６年には８隻が積降中に１７隻が接

岸待ちをしていたが，２０１５年は１５日ごとに１隻が接岸するのみとなっている。 

 (27日付ｴﾙ・ﾅｼｵﾅﾙ紙) 

 

エ コロンビアとの貿易関係 

●２０１５年第 1四半期のベネズエラとコロンビアの貿易は３.４３億ドル（前年同期比

36%減）となった。ベネズエラからコロンビアへの輸出は７．１千万米ドル（同 40%減），

ベネズエラのコロンビアからの輸入は２.７２億米ドル（同 35%減）となった。  

（11日付ｴﾙ・ｳﾆﾍﾞﾙｻﾙ紙，28日付ｴﾙ・ﾑﾝﾄﾞ紙） 

 

NO 項目 租税(単位:UT)
ボリバル換算

（1UT=Bsf .150）
米ドル換算

(1ドル=6.3ボリバル)

1

新製品、実用新案、意匠
権、回路配置利用権、商
品またはサービスのブラン
ドのライセンスの登録
(第７項)

150UT Bsf.22,500 US$3,571.43

2

新製品および実用新案、
意匠権、回路配置利用
権、商品またはサービス
のブランド、原産地及びそ
の詳細の特許の登録
(第6項)

100UT Bsf.15,000 US$2,380.95

3

実用新案、意匠権、商品
またはサービスのブランド
のリニューアル
(第5項)

100UT Bsf.15,000 US$2,380.95

4

新製品、実用新案、意匠
権、回路配置利用権、商
標またはサービスのブラン
ドの譲渡や合併の登録
(第4項)

100UT Bsf.15,000 US$2,380.95

5
特許権の更新
(第10項)

100UT～2,000UT
(年間100UT, 20年

まで登録可)

Bsf.15,000 ～
Bsf.300,000

US$2,380.95～
US$47,619.05

6

新製品、実用新案、意匠
権、回路配置利用権、商
標またはサービスのブラン
ド、原産地及びその詳細
の登録(第3項)

50UT Bsf.7 ,500 US$1,190.48

7

新製品、実用新案、意匠
権、回路配置利用権、商
標またはサービスのブラン
ドの所有者の住所変更の
登録(第9項)

20UT Bsf.3 ,000 US$476.19

8

新製品、実用新案、意匠
権、回路配置利用権、商
標またはサービスのブラン
ド、原産地及びその詳細
の名称の変更登録
(第8項)

20UT Bsf.3 ,000 US$476.19
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●２０１４年及び２０１５年第１四半期のコロンビアからの輸入額（単位:FOB百万米ﾄﾞﾙ） 

 

 

オ 政府による企業接収 

●ラテンアメリカ工業協会は，ベネズエラ政府による企業の接収（2月のスーパーマーケ

ット，ディア・ディアの接収等）や経営者の不当逮捕に対し，憂慮していると述べた。そ

れに対し，ベネズエラ工業連盟会長は，同協会の発言に同意し，改めて，政府は民間企業

との対話が必要であると発言した。 

(29日付ｴﾙ・ﾅｼｵﾅﾙ紙) 

 

（２） 政府予算・財政 

ア 外貨準備高 

 ●５月２９日付の外貨準備高は，１７６．１１億米ドル（前月比 7.4%減）となった。 

（5月 29日付 BCV ﾌﾟﾚｽﾘﾘｰｽ） 

●IMF は，ベネズエラが 4 月に特別引出権（SDR）を行使し，３．８３億米ドルを引き出

したと発表した。SDR の３月残高は，２２．５億（約 31 億米ドル）に対し，４月は１９．

８億（約 27 億米ドル）に減少した（当館注:米ドル換算は，3 月平均ﾚｰﾄの 1 SDR =1.38 米

ﾄﾞﾙにて換算した。）。 

(15日付ｴﾙ・ﾅｼｵﾅﾙ紙) 
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 ●外貨準備高に対する流動性通貨の比率（期間：5月 12日～26日，単位:ﾎﾞﾘﾊﾞﾙ/米ﾄﾞﾙ） 

 

(30日付ｴﾙ･ｳﾆﾍﾞﾙｻﾙ紙) 

 

イ 追加予算承認 

●５月の国会（財務・経済開発委員会）による追加予算の承認額は，７．０８千万ボリ

バルとなった。なお，２０１５年の累計追加予算承認額は，２，６８４．６６億ボリバル

となった。 

（5日， 19日付官報40653号， 40663号及び12日付臨時官報6182号） 

 ●国会の税務・経済開発委員会は，６つの案件に対し，合計２９．４６億ボリバルの追

加予算を承認した。内訳は，住宅・環境省１５億ボリバル，農業・土地省１０億ボリバル，

内務司法省２．１９億ボリバル等。 

(19日付ｳﾙﾃｨﾏｽ・ﾉﾃｨｼｱｽ紙，ｴﾙ・ﾑﾝﾄﾞ紙) 

 

ウ ２０１５年第１四半期の税収 

  カベージョ租税監督庁（SENIAT）長官は，４月の税収を，７６９．９億ボリバル（同月

計画比208.1%増）と発表した。主な内訳は，消費税３３５億ボリバル（同計画比170.2%増），

所得税１８３億ボリバル（同計画比196.9%増）などであった。 

(4日付ｴﾙ･ｳﾆﾍﾞﾙｻﾙ紙，ｳﾙﾃｨﾏｽ・ﾉﾃｨｼｱｽ紙，ｴﾙ･ﾑﾝﾄﾞ紙)  

 

エ ベネズエラ中央銀行の紙幣の増刷が継続 

中央銀行による，ボリバル紙幣の増刷が継続され，１００ボリバル札の場合は，８０．

９％の増加となった。  

（11日付ｴﾙ・ﾑﾝﾄﾞ紙） 
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●２０１４年及び２０１５年の各４月のボリバル札の発行枚数（単位：百万枚）

 

 

オ マドゥーロ大統領の外遊経費 

２０１５年のマドゥーロ大統領の外遊経費（毎回の同行者70人の宿泊,食事等の旅費含む）

は，５月のロシアへの外遊を含めた１２回の外遊で，５百万米ドルに達し，２０１５年の

外遊予算を超過した。予算上では１．７千万ボリバル（=2.7百万米ﾄﾞﾙ,1米ﾄﾞﾙ=6.3ﾎﾞﾘﾊﾞﾙ）

であった。 

（7日付ｴﾙ・ﾅｼｵﾅﾙ紙） 

 

カ  ロシア下院予算委員会は，ベネズエラへの融資期限を２０１６年末まで延長する提

案を本会議に対して行った。ロシアとベネズエラは，２０１１年１２月，４０億米ドルの

融資取決めに署名し，同資金からロシア製品に対する支払いが実施されている。製品によ

る新規融資なのか，単なる期限の延長かは詳細は不明。 

（19日付ｴﾙ・ﾅｼｵﾅﾙ紙） 

 

キ 当地コンサルタント会社ODH Analisis社は，ベネズエラ通貨の米ドル化について言

及し，長期的にインフレ抑制に寄与するが，１米ドル＝１２７．９ボリバル(通貨供給量/

外貨準備高)でドル化した場合，１ヶ月の最低賃金はラ米の中でキューバに次いで低い５２．

７米ドルとなると述べた。 

(22日付ｴﾙ・ﾅｼｵﾅﾙ紙) 

 

サ 為替制度の統一化の議論 

●フェレール国会議員は，為替制度の統一，国内産業（工・農・観光業等）の活性化，

ガソリン価格の引上げの必要性を訴えた。 

（25日付ｴﾙ・ｳﾆﾍﾞﾙｻﾙ紙） 
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●国会の財務・経済開発委員会のファリア議員は， 政府が，為替を2本（管理及び自由

ﾚｰﾄ）に集約することを検討中と発言した。メレンテス中央銀行総裁，官民銀行・両替協会

の代表者との間で協議されており，今後，マルコ・トーレス経済･財務･公共銀行大臣を交

えて，本件を協議される予定。 

（26日～28日付ｴﾙ･ｳﾆﾍﾞﾙｻﾙ紙，ｳﾙﾃｨﾏｽ・ﾉﾃｨｼｱｽ紙，ｴﾙ･ﾑﾝﾄﾞ紙） 

 

（３） 石油・天然ガス産業 

ア ベネズエラ原油価格・原油生産量（実績） 

●5 月の原油輸出価格は，１バレル５６．３５米ドル（前月比 11.6%増，OPEC 同 62.24

米ドル,WTI同 59.39 米ドル,BRENT同 65.67米ドル）となった。原油生産量は，２３６万バ

レル（前月比増減なし，前年同月比 1.2%増）となった。 

（石油鉱業省,OPEC） 

  

 イ PDVSA のベネズエラ中央銀行からの借入額 

●PDVSA は，２０１５年第１四半期に，中央銀行から９，２５４億ボリバルを借入した。

この金額は，ベネズエラ中央銀行の同年同期の通貨発給の約４１％に相当する。 

（5日付ｴﾙ・ﾑﾝﾄﾞ紙） 

 

ウ 原油生産・精製・輸出・輸入動向 

●２０１５年第 1 四半期の米国への原油輸出による収入がほぼ半減した。２０１４年第

１四半期は，６８．９億米ドルに対し，２０１５年第１四半期は，３３．７億米ドルとな

った。 

●各年第一四半期の米国へのベネズエラ原油輸出による収入(単位：US$百万) 

 

（8日付ｴﾙ・ﾑﾝﾄﾞ紙） 
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エ 天然ガス 

●政府は，マラカイボ湖南のブロック E の天然ガスの開発を推進すると発表した。同地

点の天然ガスの埋蔵量は 1兆立方フィート，主に発電所への供給用に活用する。 

（14日付ｴﾙ・ｳﾆﾍﾞﾙｻﾙ紙） 

●カスティージョ PDVSA GAS社長は，Rafael Urdaneta プロジェクトのカルドン第４鉱区

にて，６月より天然ガスの供給を開始すると発表した。コロンビアから輸入している天然

ガス 9 千万立方フィートに代替することを期待し，２０１６年１月から，余剰生産の 4 千

万立方フィートをコロンビアへ輸出する計画あり。 

（21日付ｴﾙ・ﾅｼｵﾅﾙ紙，ｳﾙﾃｨﾏｽ・ﾉﾃｨｼｱｽ紙，ｴﾙ・ﾑﾝﾄﾞ紙） 

●カスティージョ PDVSA GAS社長は，２０１５年の投資計画を４．５百万米ドルと述べ，

工場補修・建設，パイプラインの拡大にあてると発表した。 

(24日付ｴﾙ・ｳﾆﾍﾞﾙｻﾙ紙) 

 

オ その他 

●ガイアナとの国境紛争 

エクソン・モービル社は，ガイアナ沖で油田を発見したと発表したが，埋蔵量について

は，確認中。本プロジェクトには，エクソン社の他にヘス社，中国海洋石油総公司（CNOOC）

も参加している。発見された油田はベネズエラ政府が領海権を主張している地域である。 

（8日付ｳﾙﾃｨﾏｽ・ﾉﾃｨｼｱｽ紙，ｴﾙ・ﾑﾝﾄﾞ紙） 

●エクソン・モービル社への書簡提出 

ロドリゲス外務大臣は，エクソン・モービル社に対して，領海が画定していない状況下

での油田の掘削活動をやめるように書簡を発出した。 

（25日付ｴﾙ・ｳﾆﾍﾞﾙｻﾙ紙，ｴﾙ・ﾅｼｵﾅﾙ紙，ｳﾙﾃｨﾏｽ・ﾉﾃｨｼｱｽ紙，ｴﾙ・ﾑﾝﾄﾞ紙） 

●カタール首長のベネズエラ訪問 

マドゥーロ大統領は，ベネズエラを訪問したアール・サーニ・カタール首長と会談した。

石油市場の安定の為に，両国間の協力，石油市場の回復，OPEC 関連の案件，二国間協力プ

ロジェクトについて協議した。会議後，マドゥーロ大統領は，石油価格は中長期的には，

１バレル１００米ドルに回復することを期待すると発言した。 

（16日付ｴﾙ・ﾅｼｵﾅﾙ紙，ｳﾙﾃｨﾏｽ・ﾉﾃｨｼｱｽ紙，ｴﾙ・ﾑﾝﾄﾞ紙） 

●ペトロカリベ技術会議 

ペトロカリベの第２回技術会議が２５日～２７日にカラカスで開催され，１７ヶ国が参

加した。進行中のプロジェクトの評価と各国共同プロジェクトの強化につき協議した。 

（26日ｴﾙ・ｳﾆﾍﾞﾙｻﾙ紙，ｳﾙﾃｨﾏｽ・ﾉﾃｨｼｱｽ紙） 
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●ロスネフチ社との投資合意 

マドゥーロ大統領は，ロスネフチ社と１４０億米ドルの投資に合意したと発表した。 

他方，ベネズエラを訪問したセーチン・ロスネフチ社長は，カベージョ国会議長とも会談

し，原油開発の推進を協議した。 

（28日付ｳﾙﾃｨﾏｽ・ﾉﾃｨｼｱｽ紙，ｴﾙ・ﾑﾝﾄﾞ紙） 

 

●投資会社 BancTrust は，石油価格が１バレル５５米ドルの状況下では PDVSA は１９３

億米ドルの赤字になると発表した。収支差を埋めるには，石油価格は年平均で１バレル６

９米ドルである必要があると指摘した。 

（30日付ｴﾙ・ﾅｼｵﾅﾙ紙） 

 

（４） 自動車産業 

ア 生産・組立/販売台数（実績） 

ベネズエラ自動車会議所（CAVENEZ）は，加盟全７社の４月の自動車生産台数が，１，６ 

０１台（前年同月比 102.4%増）となった旨発表した。他方，４月の国内生産車，輸入車の

国内販売台数は，それぞれ，１，７２６台（前年同月比 33.4%増），６台（前年同月比 53.8%

減）となった。また，５月の生産台数は，１，３５１台（前年同月比 8.7%減）となり，国

内生産車，輸入車の国内販売台数は，それぞれ，１，５３３台（前年同月比 41.7%減），４

台（前年同月比 33.3%減）となった。 

（4月 6日付，5月 6 日付，CAVENEZ発表） 

 

イ 車両の米ドル建て販売 

●フォード・ベネズエラは，米ドル建て販売により，顧客からディーラーが得る米ドル

を回収し，それを元にフォードが自動車組立部品を本社に発注，輸入，現地生産するスキ

ームを政府に提案した。 

（9日付ｴﾙ･ｳﾆﾍﾞﾙｻﾙ紙，ｴﾙ･ﾅｼｵﾅﾙ紙，ｳﾙﾃｨﾏｽ・ﾉﾃｨｼｱｽ紙，ｴﾙ･ﾑﾝﾄﾞ紙） 

●米ドル建てスキームの各紙の分析 

ディーラーから回収する米ドル金額の中には，自動車組立部品（CKD）輸入税３％，消費

税１２％, 奢侈税１５％が含まれる。また，米ドル販売を実施した場合，販売額の６０％

は車両組立て部品の輸入に，４０％は現地生産部品の購入にあてられる。 

（15日付ｴﾙ・ﾅｼｵﾅﾙ紙） 

●政府関係者の意見 

メネンデス企画大臣は，国内の販売通貨はボリバルのみであると発言した。また，サン

グイノ議員は，米ドル建て販売は正式に承認されておらず，違憲であると発言した。 

（16,17日付ｴﾙ・ｳﾆﾍﾞﾙｻﾙ紙） 

 



11 

 

●国内タイヤ生産メーカーとの会談 

カベージョ産業大臣は，Goodyear，Pilleri，Firestone の国内タイヤ生産メーカーと会

談し，タイヤについての米ドル建て販売について協議した。 

（20日付ｳﾙﾃｨﾏｽ・ﾉﾃｨｼｱｽ紙） 

●他社・労働組合の反応 

政府との米ドルによる販売契約につき，他１０社の自動車販売会社は招集されていない。

また，自動車部品や自動二輪組立企業は，米ドルでの販売は現状検討していないと発言し

た。他方，Chrysler の労働組合長は，他社（トヨタ,MMC,GM 等）の労働組合に対し米ドル

売り推進の協力を要請した。 

（15日付ｴﾙ・ｳﾆﾍﾞﾙｻﾙ紙，20日付ｴﾙ・ﾑﾝﾄﾞ紙） 

 

ウ 自動車部品業界の現状 

自動車部品商業会議所（Canidra）会長は，部品業界の現状を説明し，外貨割当，在庫不

足，価格統制，政府の査察による罰金等が複合的に影響し，販売店１万店の内，３０％が

閉鎖したと述べた。 

（27日付ｴﾙ・ｳﾆﾍﾞﾙｻﾙ紙） 

 

（５）その他 

ア 航空 

●バレンシアのアルトゥーロ・ミェレーナ国際空港は２２日から補修・整備のため，３

週間稼働を停止する。同空港を離発着する予定であった旅行者は，カラカス及びプエルト・

カベージョの空港に割り振られる。 

（11日付ｴﾙ・ﾅｼｵﾅﾙ紙） 

 ●空輸海運省は，国内線の航空運賃の段階的な値上げ（平均15%）を承認した。値上げに

より旅行者は６０％減少し，最も影響を受けるのは中間層と推定される。 

（20日,21日付ｴﾙ・ｳﾆﾍﾞﾙｻﾙ紙） 

●国内航空会社のConviasa航空は，整備・部品不足により１５機が稼動できないと述べ

た。 

(30日付ｴﾙ・ﾅｼｵﾅﾙ紙) 

 

イ 農業  

 ●ベネズエラ農産物連盟（Fedeagro）は，減少する農産物生産につき協議した。政府接 

収の土地の所有者への返納や，コスト構造，価格統制について協議した。同連盟会長は，

政府が，国内生産増強への対策を実施していないことを批判した。 

（7日付ｴﾙ・ｳﾆﾍﾞﾙｻﾙ紙，ｴﾙ・ﾅｼｵﾅﾙ紙，ｴﾙ・ﾑﾝﾄﾞ紙） 
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●メネンデス企画大臣は，「種まき政策（Plan Semilla）」を発表した。大学教授などの

有識者と連携しながら，国内農業生産の増強を図る。本計画により約３億米ドルの農産物

輸入額の軽減が可能と発言した。 

(12日付ｴﾙ・ｳﾆﾍﾞﾙｻﾙ紙) 

 

ウ 食糧  

●指紋認証装置の導入 

オソリオ食糧大臣は，買い溜め防止のため，政府系スーパーへの指紋認証装置の導入を

発表した。Pdval，Mercal，Bicentenario等へ導入され，生活基礎製品の２３品目につき指

紋認証装置を適用する。 

（10日付ｳﾙﾃｨﾏｽ・ﾉﾃｨｼｱｽ紙） 

 

キ 医療 

●ベントゥーラ保健大臣は，企業の不正について調査する旨を発表した。1ドル＝６．３

ボリバルの公定レートが適用された解熱剤，心臓疾患，肥満対策等の医薬品を扱う会社を

中心に不正調査を開始する。 

（7日付ｴﾙ・ｳﾆﾍﾞﾙｻﾙ紙） 

●医師の国外退去 

ベントゥーラ保健大臣は，医師の国外流出についてベネズエラ医薬品連盟会（FMV）が述べ

た推定の退去人数１．５万人に対し，正しくは３２０人であると発言した。医師たちは海

外の大学院での研究を経て，ベネズエラに帰国していると言及した。他方，FMV会長は３２

０人の流出を否定し，1万人以上は流出していると反論した。 

（11日付ｴﾙ・ｳﾆﾍﾞﾙｻﾙ紙） 

 

ク 建設 

●ベネズエラ建設協会会長は，２０１５年５月末は，２００万戸の住宅が不足しており，

２０１５年３月の民間企業による建設は同年１月に比し，２５％減少したと述べた。 

（28日付ｴﾙ・ﾅｼｵﾅﾙ紙） 

 

（６）外貨発給状況 

Ecoanaliticaは，２０１５年１月から４月の外貨清算は，前年同期に比し，４１．６％

減少したと発表した。石油価格の下落，外貨準備高（輸入外貨）の減少，物不足により，

２０１５年のGDP成長率はマイナス７％，インフレ率は１３０％と予測した。 

（29日付ｴﾙ・ﾅｼｵﾅﾙ紙） 


